| ジャ クサ ス | ozezz の ey 2072 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


進化 を 続け る 
日 の 丸 宇宙 船 


第 一 期 水循環 観測 衛星 し ずく 

初期 観測 スタ ー ト 

北極 で 何 が 起こ っ て いる の か る 
星 出 字 宙 飛行 土 奮闘 記 

低 騒 音 、 低 公害 、 地 球 環境 に 優し い 


航空 機 を 生み 出す た め に 
クリ ー ン エン ジン 技術 の 研究 


h 米 は 
N 
( 
全 の 


NHS 謀 テマ FNWHN 
用 南吉 虫 柚 立 つとめ 活 交 湊 避 


rc 
> 員 


(中 過 洒 ) 


品 て さす ば は て 山 油 党 填 雇 ③ く % く ト 
本 史 沿 庄 や 


人 抽 


ヘン Qp 常 w 醒 証 凶器 ③ 隔 囲 
へ と いて 竹 団 上 よ WAN 半 S 


了 國 藻 dmoS 回 べつ る ぶ ざと パー 
。* て yk 


に 


画像 :JAXA/NASA 


の rrrro の ot ご と EE みみ け ざ 混 


時 導 妊 古 芝 時 刈 MT 。 ぷ き W 選 両 


rrrm(Y 


。 は て erowEERN 寺 


半 滞 圧 
びき の 時 届い て ビ ド よび X べ 也 芋 


rr 受 1 の の 覧 所 ば 下 喜 


さゆ 誰 曽 き ト ーー さく 北 の 


膨 計 計る ロロ で 選 潜 表 デ li 


ざき ば ぐー ィ サ ささ ヤ 


1 選 


す 卸 回 SS 甘 洞 忍 e 半 みき 革 丘 算 受 苦 


キー ロロ NN 人 六 の の ロ の 時 筑 


きけ ざ ざ 温 本 壮 交 | ば mSvr 


er 


つつ 
ン 


sk さて みき の ぎの ex や 


き 同 1 
NS 藻 韻 浴 
。 和 の ご の どい テ ー ポ S 立 避 


へ つこ F 
己 *xt 


。 放 員 半 の 9 テ ユエ Mi 


中 寺 石 障 較 
VNIYH 浴 漂 


(+ ツ ツー タ 4 ぐ 


・ 膨 )「 


ぺき る ロロ 
さき rr 避 @wrr7 7 


避 軒 導 


、 コ 
E 


。v9e ビ パ S 避 半 滞 


眉 胞 英 の ざす 党 Cr XN 


当 避 ジー マロ ピロ 


へ 望 忌 


ン ゲ 


ヾ H 


ず 
ッ 


(本 民国 く べ : 


こつ 
で ーー ル 


チキ 


YS 回 ゅ を: 
品 | XN X 下 議 壮 尊ぶ 


こ - ィ う ロ H 民 
9 et ご へ ow 光 湘 全 SN て 


< 二 ご 記 骨 識 の と へ 中 ご r 選 
.rr (491STTHT 1UeIT9dOrd-I 可 


へ 選 き 薄 融 恒 浪 症 や 
9r③ 尽 NX 迎 憶 天 


紹 メ ーー 


必 褒 語 華 」 


ALH) [ウー ヴ ビ 申 」 マ NH マ S 


rr ば 選 層 


S「 ご さる Srj 


の 


有 誤 澄 下 開 大 SwX NX 
HH 陽 導 S き な っ 沿 忌 温 滋 


叶 全 


導 深 


・ 澤 当選 赤 , 記 淵 居 S オ 聞 み 品 芋 


骨 U2AOMUNMSSSS 


閣 ら ミー+ ぐ ミー 


いき M 選 先 で 部 ③ さ 


RM 


ご ざ ぎ 党 給油 O 


EE の み で さい! 一 
みさ 尾 


の / 
人 
肌 
を 
に ) 
ら 
な 
る 
癌 
み 
に 
導 
い 
た 


人 
人 
S 守 計る 
2 
ンク 
レス 
が 
所 
う 
の 
四 
り 
中 


人 とき さす 浴 中 ミア ティ 


と こっ 
ン 


時 性 以 較 い Nm マク S 泥 革 


虹 


胞 可 mo「 さ eS は w 肖 


弄ぶ ざ 貴 ささ 


3 【 Z 
避 ③ 固 理 ロ 率 宛 [ピトー の | て 


SR の 油 弄 オ S ロ 宮 の 


INT は ロロ ロリ ロビ TIOMN 


月 14 日 午後 2 時 27 分 、「 こ う の と り ]3 号 機 が 
大 気 圏 に 再 突 入 し ミッ ショ ン を 終え まし た 。 
技術 実証 機 、2 号 機 と の 違い は 、 メ イン エン 
ジン や スラ スタ な どの 国産 化 が 進ん だ こと 。 
IHI エ アロ スペ ー ス の 開発 担当 者 は 、 乗 り 越 を な けれ ば な 
ら な い 山 が 3 つ あ っ た と 振り 返り ます 。 人 巻頭 特集 で は 、 
JAXA と メー カー の 関係 者 へ の 取材 を も と に 、 開 発 ス トー 
リー を ご 紹介 し ます 。9 月 に は も う 1 つ 記念 すべ き 出 来 事 
が あり まし た 。 和 毛利 衛 宇 宙 飛 行 士 が 宇宙 で の 活動 を 開始 し 
た 1992 年 9 月 12 日 か ら 、20 年 目 を 迎え を た の で す 。 現在 、 
国際 宇宙 ステ ーション に 江 在 中 の 是 出 宇宙 飛行 士 は 、「 日 
本 の 有人 宇宙 活動 の 節目 の 日 に 、 日 本 人 を 代表 し て 国際 宇 
宙 ス テー ショ ン に 滞在 し て いる こと を 光栄 に 思い ます 」 と 
コメ ント 。 ビ ジュ アル ペー ジ Q0-up) で は 、 宇 宙 飛 行 士 た ち 
の メッ セー ジ を 迫力 の 写真 と と も に 掲載 し て いま す 。 
宇宙 へ 旅立っ て 20 年 、 そ の 間 地 来 で は 、 
温 明 化 に よる 気候 変動 が 問題 視 る れ て 
きま し た 。7 月 か ら 和 観測 を 開始 し た 
第 一 期 水循環 観測 衛星 | し ずく ]」 
が 捉え た の は 、 北 極 の 海水 面積 
の 急激 な 減少 で す 。 観 測 デ ー タ 
を も と に 、 今 地球 に 何 が 起こ っ 
て いる の か を 国立 極地 研究 所 の 
榎本 教授 に 解説 し て も らい ます 。 
さて 、 今 号 表紙 に ずら り と 並ん 
だ の は 、「 こ う の と り 」 の 歴代 フ 
ライ ト ダ イレ クタ 。 彼ら の 指揮 
の 下 、 チ ー ム が 一 致 団結 し て ミ 
ッ シ ョ ン に 当たっ て きま し た 。 
ISS へ の ドッ キン グ の 際 、 管 制 
室 を 映し た ライ ブ 映 像 で ガッ ツ 
ポー ズ を きめ る 姿 を ご 覧 に な っ 
だ 方 も いる こと で し ょ う 。 来年 
度 の 「 こ う の と り ]4 号 機 打 ち 上 
げ の 際 は 、 ぜ ひ 運 用 チー ム に も 
注目 し て 応援 を お 願い し ます 。 
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星 出 宇宙 飛行 十 を フォ ロー し よう ! 
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画像 (8 一 9P):JAXA/NASA 


M 


本 人 の 宇宙 滞在 時 間 も い ま 

や ロシア 、 ア メリ カ に 次 い 
で 世界 で 3 番目 に 長い 国 と な り ま 
し た 。 こ の 20 年 の 技術 や 情報 の 
蓄積 は 、 今 後 の 日 本 が 有人 宇宙 分 
野 に お ける | 自律 性 と 自在 性 ] を 
獲得 し て いく こと に 大 きく 寄与 し 
て いく も の と 思い ます 。 今後 と も 
皆 で 力 を 合わ せ 、“ 人 類 に と っ て 
の 宇宙 開発 " を 推進 し て いき ま 
し ょ う ! 
向井 千秋 
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利 飛行 士 が D 初 フラ イト を し 

て か ら 20 年 が 経過 し まし 
た 。 初めて の フラ イト を TV な ど 
で 見 た 時 の 興奮 と 感動 を 今 で も 思 
い 出 し ます 。20 年 の 間 、 先 輩 た 
ち が 築 き 上 げ て きた 素晴らし い 伝 
統 を 引き 継ぐ と と も に 、 さ ら に 新 
し い 時 代 を 築く 為 に 全力 を 尽く し 
て いき た いと 思い ます 。 
油井 亀 美 也 
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と り 」 の 開発 と 運用 を 含め 、 多 く 
の 方 々 の 御 尽力 で 日 本 の 有人 宇宙 
活動 が 一 歩 一 歩 着実 に 発展 し て き 
て いる 事 を 感じ ます 。 技術 立国 と 
し て の 日 本 が 有人 宇宙 開発 の 分 野 

更に 大 きく 世界 に 貢献 し て い 
まう 、 宇宙 の フロ ンティア を 
切り 茹 く 取り 組み を 支え る 素 晴 ら 
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外 活動 を 行っ た 星 出 彰彦 宇宙 飛行 士 

が 、1 枚 の 写真 を 撮影 し 届け て くれ ま 
し た 。 サ ン バ イ ザー に 映り 込ん で いる の は 、 
国際 宇宙 ステ ーション と 「 き ぼう 」 日 本 実験 
棟 、 そ し て 私 た ちの 住む 星 で す 。 

1992 年 9 月 12 日 、 毛 利 衛 宇宙 飛行 士 が ス 
ペー スシ ャ トル で 宇宙 実験 を 開始 し 、 日 本 の 
有人 宇宙 開発 は 幕 を 開け まし た 。 以来 、「 き ぼ 
う ] 日 本 実験 棟 の 開発 ・ 組 み 立 て ・ 運 用 、 物 次 
補給 租 「[ こ う の と り ] の 3 機 連 続 成功 な ど 、 私 
た ち は 数 々 の 有人 宇宙 技術 を 手 に し まし た 。 

未来 を 探る 旅 が 節目 を 迎え た 今 、 地 球 に は 
まだ まだ 解決 すべ き 問題 が あり 、 宇 宙 に は ま 
だ 見 ぬ フ ロン ティ ア が 広がっ て いま す 。20 
年 の 挑戦 を 胸 に 、 私 た ち は さ ら に 先 へ と 歩み 
続け ます 。 
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者 を 抱え て いる お か げ で 、 
まっ た く 未 経験 の 分 野 に お いて も 
20 年 経た 今 、 宇 宙 で の 科学 技 箱 
実験 や 観測 で 、 世 界 の ! 
役割 を 果たす まで こ な 
この 経験 を 地道 に 推 M 
よっ て 宇宙 研究 開発 分 


が 人 類 的 規模 で の 課 記 
て 大 き な 買 献 を 
毛利 衛 


_O ri 


吊 () 


思 医 肖 G い ヘー ハ H ロ ハハ へ 瓦 
叫 避 つじ 


mー マ で で 5 の や 7 志 で コ ( 拓 
SHT 地 癌 圭 計 虹 室 ) ぐ 普 記 m 人 " 
嘱 時 りり で お で い 皇 護 破 正人 穫 へ 
ぐ 朗 祭 主 次 AA に TP" N ヘ ー 
AHA 代 へ 悦 守 6 記 時 堅 店 
Q ら どの 性 公共 握 0 有名 綱 打 


宮 所 つ つつ 璧 の つ P っ tsQ” 悦 宗 


ーー の >o AA へ SG く てく kK 選 6G 捉 
厨 ら て to 曲 季 人 川 忘 め 半 信じ っ so" 
snmO26 の 本 本 (用 一 Oo ら ) 
つ 叶 人 で vo 環 い ぬ 某 収 く 人 KK ミリ 
祝 KG の Da)7 NH て リュ 6nG 嘩 
て 只 字 23" 甘 収 へ く K ミ 公 押 雪 セ 
n*Q 地 抽 和 つの 屋 団 ぐ 思 竿 計 圭 
収 G 泥 で G 証 ぐ @ 天 mr 倒 職 国立 
Ne_ の 地主 革 り G 思 9 代 層 り 蛋 
中 つじ へり ター 否 季 和 宇 宣 ヤ 
esR 宮 旨 隊 お 生 " り りや G7 和 キ 呈 
3^ 毅 刷 嘆 を vo 水 還 @ や G 会 
で AH そつ 臣 囲 @ 半 AKG 証 り 
で 生 全 計 環 和 号 Qto 8 だ ぐ そ % 
AoGs6 の 265036 條 77 7 和 キ 中 
いこ pm で 婁 で 3 へ 人 K き 求 格 
ぐ そ の 如 財 区 (へ 呈 : 半 往 夫 幸 
ロロ ロー 式 写 族 僅 )” 区 府 写 想 
回 抽 つ 尺 ぼ 人 部 議 (K で 3)) へ KK 
ミ 莉 陣 全 で 所 壮 約 短く を So 羽入 


に 
。 
ーー 


村 尚 夫 テ チーム 較 
野崎 理 チ ー フ マ 
訪 ク ショ ン ) 


に | 


ー ム 。 左 か ら 山本 


旧 む 、 航空 プロ グラ 


温 化 セク ショ 
ー ダ ( 低 騒 習 


リュ ニレ エン ジン 技術 の 研究 に 取 
1 


グ 彰 一 環境 適合 エン ジン 技 ? 
誠 リ ニダ (エミ ッ シ ョ ン 低 減 セ クシ ョ 


胡 、 画 根 リ ー ダ ( 
囚 - ジ 0 石井 達哉 


4 


宜 訓 忠 り 8 AH ペー て HA 代 
へ G 忌 杜 十 咽 や りーvo 机 隊 閉 球 
( 志 C?) を 11] 詳 補 己 骨 (OO") ぐ 
斑 結 会 翌 常 陳 畠 り 邊 ce 記 鞭 史 責 
柚 つ ね ロ 〇 マ 〇 ( 困 朋 叱 詞 握 講 
区 政 ) se 甘 収 生 KS つる 義 字 
GS 隊 害 細く 糧 で 会 人 SoT as 
ECYSNEzE ペ が 
めで 須 時 *@ つ 中 玩 多 で いじ S 
で 棋 収 生 K を 陽 季 く ぐ 襲 に 


所 軽 浴 峰 つ 
に WEST に PTY くい 


選 の つぼ 朋 昌 軒 選 い っ り 38 
nn 「 皇 誠 区 @ 穴 4④" 把 祝 
り で So 輔 ぐつ い 叶 補 肛 時 
ら s や で" 打 族 じい ろり て 本 
を へ へ SS028 届 哲多 選 っ が や 
信人 Sa6 選 中 求 G 層 人 移 が 
ゃ で 」 (] | 証 ホ ー さ 碗 )) が 丸 / 県 入 
AH ホーHA 人 AS 十 吾 り 直 
っ 乙 の 7G 甘 皇 咽 や 要 富 坊 写 り 
人 So つろ" 乙 O ぐ G 巻 皇 咽 演 
ざか 羽衣 又 第 電 ら HH ポ 
全 穫 芝 和 ーー イ 愉 で や 37 壁 茶 つ 
SHMK 環 移り 全 で 可 和 を バ 相 擬人 
喘 届 蘭 、 の っ 心 慌 所 己 拠 軍 つ 
NONa4P さ M 

近 笛 史 謀 侵 龍 " 胃 寺 操り 電 NK 
つ 屋 族 倒 飲 で きっ 守 宮 称 咽 漏 や の 


思 源 " 寺 さ 2 守 党 本 有り 型 つく 
注記 突く tt 三 や に るり 


瞳 畠 配 較 や * 量 則 惑 陣 肖 局 素 S 沿 年 恨 語 つじ し っ ぃ 6? 尼 本 量 因 芸 G 財 時 ミー ミ 選 羽 久 NG 


岡 珈 疫 認 一 つて 〇 (回 加 層 思 ) レ 6” 皮 所 過 球 G 医 国 JSwe 落 能 手 つ ン 隊 守 つじ 


皮 男 く @ 浮 御所 喘 や 隊 時 


慰 量 冊 繋 例 税 人 SQ で し レス い @" 静 来 G 量 則 撃 構 淡 G 忍 S 


END の へ 受 牌 等 宗 


つ ズ < マレ や ふ ヘ ー へ で HAIA へ 史生 te 選 半 静内 諾 全 つ し レス ぃ o? 


で SS ち で 5 末 放 完 下 国光 肛 つ 
信司 史 っ つっ 心 旨 下 o 人 Se [ 記 時 
デズ 避 " て ぐ 一 計 記 と 二 因 疲 ぐ 


葉 昌 Eo いひ DS ひど つか 計上 導 
37 語 無 回 りゃ 男 擬 つ 表 想 惑 剖 
り 塵 選 望 % 避 56 で 8 っ 叫 固 り 栄 
P っ ぷ セ | の 編 電 NT 和 SN 改 さ 人 私 
ー ム ト 明 舞 天 AA 表 村 ホー ミ 
S1 | 下 汰 ホー さ 貴 2 租 *o" 

りり 愉 つ 丸和 守 選 会 で ーー で 愉 で 8 
判 里 呈 祥 皇 講 疲 人 半 ぐ 握 写 や る が 
…p  ー の の ら べ 肖 忌 重 銘 G そ 司 甘 
り 十 の ye の A へ 代入 一 人生 
ーー リロ つ AA 会 で 紳 下 下 yo 義 
字 称 号 seno 思 響 打 所 土 、 選 の 
G 匿 め 鶴 さや 刀 る ぐ パ 選 乙 の ぞ 
詩 瑞 王寺 、 壁 範 称 太 者 の や KO の 
つら 〇 の OFG 葉 恒 咽 中 裳 9 
* 思 OO" 層 軒 、 信 で AS*G NN ヘー ハ 
HH へ へ へ 間 圭 @ 朗 付 訟 褒 閉 人 る 
あり 

ユー へ へ 人 へ 吾 光度 
午 忠 直 和 8 で PS" 
信 隊 G く と ミロ OO マ の 人 


っ 和楽 敵 め ネー へ つの 利多 倒 スネ 
守 洒 YSxo っ ユー へ 守 嘩 も 胡 と る 
8 志 の デ 乱 忠 裳 \ ら りつ 全 ら が 
*Q_ [| さ ム 笑 敵 ら 胃 を や つ 壁 率 
全 愉 で K リ ー へ SS 次 半 ロ で 
完全 が 生 ) Av り の 「 さ ス 守 油 
人 で 前 型 り 電 NK め 唄 4m ゃ y9 心 徹 
会 提 で 5 つ 全 人 下 全 で 
ネー ハロ 維 に po 普 り 咽 紀 守 油 
り ASeQ の つの 公 半 ち で で 生 選 の 
G 忠 辻 じ 8 天 時 会 只 選ぶ つ 玉 P Av 
り ゆ の 路 室 全 さ ヘ ー へ ハ 舌 器 り 胃 陸 セ 
* 燈 擬 中 時 れ 措 慌 筑 香 男 つ 丸 
2 の 3 ニセ コ 
SA AG ヨコ 貢 窒 ユー 人 人 朋 vo" 
慰 縮 つの 叶 nvoRHNKG 宮 mA 記 
ー 選 ま ど 和 KG の つゆ の 7 症 避 の 
倒 る ン 三 吸 選 きぐ きく ネー へ 笑 
滴 ら 朋 想 の や Ke の の 公 ら aso" 8 
つ | 壁 要 ぐ 旭 擬 祥 ユ ー ハ 箕 交 ら 


mo の の で 時 り 惑 掲 つ ね 麗 時 つや 
本 選 で の に ちゃ oO っ) 

@ 三 つど や ロマ OO 全 Q ら ら す 時 
り 初 人 つ 丸 麗 肝 全 さ の ま 冠 党 や KG 
5 た YM 

信 家 江 GHAA へ Soo 過 天 青 範 
ME 志 め や の の 中 窒 や KO の っ 
倒 度 旬 @ 臣 有 つ つい 電信 で 有 
7 上 陽 め 凌 鶴 本 KO 8 るり 品 
攻 GSS つ 人 で らい o 共 征 弥 下 揚 つ 
で 人 8S 選 6 や で ” 素 折 を 9 新 
に リー そつ いり に 人 に WeE-4I に に NNN 
ター ドー へ 擬 誠 :o で で で で G 
密 ぐ りゃ セ 」 (1 ] 宮 ホー さ 碗 )“ 


さい) 
衣 箇 交 語 WetG 


いら 3 で 区 で 公 諾 半 つ いっ so 
SS ユー へ へ 人 AA 表 守 つつ 287 豆 攻 
品 り GTenSoSSGS” 6 和 
HG 間 条 称 選 堂 の ゃ yo 村 嘩 
缶 編 明 た つて の" 県 時 G 橿 く 
マ く kK 選 eo JA 人 AAG 作 忠生 
つつ いり" NN へ 曲折 の つ 和 ネー 路 


吊 田 れ 衣 放 へ 人 K ミ 和 芋 紅 つ " 押 
引 8" 殿 放 へ 人 K ミ ー 還 お GA へ へ 
ミ や へ 避 直 聴 めで 尺 全 / 凸 光 
ら 人 8 で 物 倒 環 公 宮入 で 訪 忍 
めぐら 民 花 時 @ 親 王 ロ o 必 で G 
中型 へ 人 ミ 還 明 つ お 哀 瑞 忠 
ISSN 
ゃ yo 揚 呈 王 ぶ で お" 

〇 OO 〇 "SG 距 鶴 3 HAAAS 束 
狼 / 衣 宅 多 峡 - 区 や Ko つっ) 96 人 86 
下 縮 "HH ペ HAS 人 AA 人 8 っ 
い 抽 細 ぬ 下 寺 の や の 刀 島 雪 嘱 ぐ 
あっ 所 准 G つ で 情 r く SS 
MK 咽 ぬ NN ン シセ K@ の "NN ト へ 宮 
か ン セ で 8SHNK ン の で 刻 選 
計り つの 全 aotQ 公 まで 人 K を 出 
09 抽 人 86 を 下り め ン yo 
っ "Av の) NE へ G 深 笑 和 
喘 弄 呈 つ じ 限 宮 一 詳 只 お 中 凡 
咽 公 吾 ee の 壮 詳 武 を 密 吾 G 


所 HATNー の 8 記 い りら っ が 
ャ " 殿 選 只 を ペー へ SG TH ト 
号 和 >o 全 詞 鞭 員 の つり 得 上 つり 
っ や | の 選 嘩 条 選 や SAW へ G 
KG 鵜 壮 ペー%3 窟 密 セ yo* 

ペー 衝 NERA HASG ベ SL 宮 
り 所 鍋 セ KN へ 7" 回 由 セ ce 社 
算 の 加担 で 丸 算 肘 り 艇 裳 めで 
*Q* 組 肘 臣下 り 違 や ね ユ ー ヘ 
注 踊 の 所 5 で yo 演 甘 め 肖 臣 や ko 
つゆ の 握 肢 つ 算 外 ぐ 由 笛 ど つ = 次 
圭 セ oe 経 皿 吾 所 史 軍 守 ら aovo 
ぐ 倒 - R 謀 の つく NAK 倒 つ の 
で tet い S 路 舞 宮 航 演 人 称 慎 *@ り 
つ 余 壮 つ 2" ゆり らら ゴイ 区 で 
る ” 守 旦 泥 和 筐 計 ( 〇 ロ ) 王 宗 
湯 革 つい 「 祝 雅 爵 時 商 ぐ 光 呑 コ 
軸 輸 - 党 所 中 耕 つ 詩人 色 で 過 演 宏 
G 詳 武史 美人 り っ ぃ 6 

の nt さぶ ーー 
つい いい GTN ロ ー 倒 代 KO ー い 
26 く とく KK 選 約 表 る KG の りつ ゆら SS 
ご” 肝 玲 甘 居 刷 豚 選 に め や いじ 選 
妹 号 官 ぐ 思 窟 め 図 *" NHAHN 


SQ 購 手 和 十 *@ りつ の 配 事 " 
「 田 民 悪 求人 る さき ン 9 罰 7 
SHMK 守 宮 @ 茹 国 つ Soe く で ロロ AG 
堆 守 性 幼 還 7 の ロ 史 表 臣 つ 尺 詳 
害 避 で ご くく で ロロ へ ハ 秘 守 物 展 な 
*@ り つら 聖 氷 村 衝 ン 選 準 り se 
っ) 篤人 つつ 及 | つ 舞 表 ゃ 
SA mA へ G ヨ d 騰 時 ユー 人 腸 ve 
N ト へ 誠 四 祝 Ke HH AA 喝 
地 紅 己 ギ * 話 思 の 装 信 DS で" 
忠 腕 中 80 HHA 人 AA<H 竹 G く 
へ KK 豆 軸 つ いり 下 泡 鵜 密 vo 
いい S 邊 へ 仏間 置 千 半 yo 人 
名 全員 で | 

SN ユー へ HA 代 へ 衣 宗 G 話 里 
327 な の り 思 態 更生 ト セ 9 
人 8 記 っ りう っ se? 層 軒 全 吉 半 を 
8 凸 攻 @ 密 詩 半 避 押 加 給 羽 
朱 つ > AA 鯉 則 性 ひ 8 会 で いら 
っ マロ 共振 天 業 ペー トーG ボ 


く な る と ファ ンジ ェ ッ ト の 平均 束 


度 を 遅く で き 、 燃 料 消費 、 騒 音 も 小さ く な る 。 


( 守 38Y て NH 人 AM ペー) p 家 っ っ り G 表 筑 剛 全 KG 翼 缶 全員 G 避 財 33 に 了 介 どき っ を 本 っ "ww 怠 符 で 時 覆 ら G 翌 G 功 っ 全 で の 寺 ト を トー 公 り Sv 還 層 有 


コア エン ジン が 使用 する 空気 量 と ファ ン を 通過 
高 


する だ け の 空気 量 と の 比率 。 


MI 


昧 つつ いり | 字 牙 詳 格 いじ ぐ 卿 再編 や 揚 ン ポ 県 志 OPTp 届 て 絢 知生 りや | 王 G り 静 則 つ 応 玉 絞め yo ン Ste い SS 詳 半 EE で AR HA 寺 信 間 胃 SG ョ 多久 
| 5 8 剛 6 0 ば SE 
外 咽 奈 SH へ 是 編 鎧 を 款 い Q" 咽 編 当 つら 避 話 @ 吉 全く で ロト ー 共 7 導 呈 史 攻囲 り | 人 A 所 ら G 悪 求 移る ン ve で も きこ 
記 箕 庄 選 つい っ so っ 守 問 め ホ ) MKG 避 て 会 似 スペ で へ 避 放 7 キャ 生還 題 *o 相 近 が 選 ら oe 生井 全量 で 全 ※ 上 
PE 外 吉 呈 呈 ほ 邊 詞 ここら こら らら らら ここら きら ここ らら らら コン ちこ らら らら らら らっこ らら こ うき ニコ ラー こっ 
I I 
や 現 選 国 ヾ ミ 届 へ や ヽ 了 舞 S 深 台 中 角 
公 囲 叶 功 『 s Km 才 数 旬 人 変じ ーー 還 ぐ で や 箕 還 
へ せい 下さ ヽ 家 有 装 っ 可 で 義 格 9 NANA へ っ 
ィ を ーー 9 だ だ ミ こ ロ ー 志 間 の 
日 ま へ 語末 む 人 区 。 避 埋 ョ に ド ・ も 昌 誠 玖 選 呈す T 呈 例 
拓 の ヤヤ 日 記 証 ヤヤ ロ 1 宮 毅 そ 更 まう っ っ 如 硬 前 邊 選 「 と ンジ 宏 
氷 m ツ 晶 諾 人 7 公 愉 1 きき 百 胡 』 > 貞 還 。 1 | 者 全 業 買 貧 浴 当 1 人 き 生 半 人 遍 
e 半 じ 滞 め 鶴 Ss 因 |! < 囚 品 に 図 思 | 上 は | 雪 で や 区 記 旨 1 吸 包 回 較 G 守 上 
生 東 還る SE モ ま 1 NN/ 固 | 8 | まさ 品 や 鑑 相 | 八 @ 立 澄 窒 
8 は 8 長 や 区 3 人 上 | (UE きま) 本 Eh 間 症 PE まき: お 押 ヘ セ バン 
SG ぶ 共 0 ル 妊 | ( Sg19 〇 さき セミ さ 北 N る ロ % 還 GSG 
生計 SR 区 く ぷ ご 1 所 te 数 和義 |: |] こら 吉 P ま 中 1 と S 財 や と 表 
環 5 記 ES 記 1 ま 3 ん せ こ ペー て 画 
地 避 選べ RS 間 NS 江 1 補 必 まで 9 半生 中 暴 S 仔 「! @ 庶 互 つ くっ さる 
還 艇 国人 エマ 用 IIK | 誠 業 " 村 半 人 。 半 省 吉 S 家 昌 ! 守っ な 口上 民 ロロ っ ミ 
人 SH も 光 や る 1 区 へ 語 と 8 恒 33398888339g8 SSRS 暫 1 ペ > 1 に 生ま 表 
へ AG つて や ざ 可 B 〇 回 + 嘩 証 ” G し NPD な ) と で 肛 中 誤 全 いう 
Hm 上 胴 人 | 主 ⑤ 。 き 』 G 表 は 5 1 や 一 背 田 
日 謀 設 王 親 半 ゞ 」 有 才 AAM S 間 SS や 」O 演 時 史 放 当 机 
どり 環 衣 后 三条 玩 て 山 馬 加 ミ ミ 小 セ 忠直 吾 聖 日 
李 記 さや りら 但 東 四半 析 o 刀 ぶ K 避 」 軸 州 幸 家 G も we 
I I 
I I 
I I 
I I 
l l 


凡 幅 思 ハ へ K ト さく 四 脱 粗 玉 二 


二 昌 民 相 


へ トミ ぶさ 〇 の 


幅 加 


の 


ロ よ ハト て を 日 可 咽 己 / 寺 導 所 蛋 量 NG OH60H6 さ へ トロ HK ト 公 拍 編 YS レス no? 


S さ シン 〇 の の ゼ へ トト HKG 再 藤 的 ^ 


了 っ 幅 了 粒 会 過 税 で hertJG 陣 唱 選 Q 二 QOS で 刀工 - ヨ ロロ よ ト て の 中 紅 ロ 7 


つぶ マ 皿 会 配 部 つ 忍 地 四 骨 粗 トミ 


お 


二 皿 茎 料 へ トミ ふさ 〇 の 0 っ じ し " 堅 浅 押 唱 喘 玖 軍 っ 丸 " 


け 算 工学 セン ター 


SATO Nobuko 
技術 領域 サブ リー ダ 


情報 ・ 


佐藤 伸子 


寺 算 工学 セン ター 


石 濱 直樹 
ISHIHAMA Naoki 
主任 開発 員 


情報 ・ 


宇宙 輸送 シス テム 本 部 宇宙 輸送 系 要素 
技術 研究 開発 セン ター 主任 開発 員 


YOKOTA Kiyomi 


ミ 287 乙 凸 〇 直 べ ロ OL 員 回 記 の 
NH HN て GS 導 ロ 〇 の ダーK 
りつ いい 字 舞 芸 り 巡 中 や *@ の りつ 
呈 虹 り MM 要 交 索 る yo 鷲 間 抱 突 
デ つ >oG 包 7 ロロ の mL 回 記 の 人 
niAHNー の 2 の 690966R 四 己 
て で や お ミロ ロ 避 の 選 oy 員 潤 ら 
ペー た ミ G 悪 絢 を 還 邊 会 記 で で いり 
っ ye" ロ OmLmL 加 記 の 公 ロ AN て 
G 汚 豆 香 ら ポー トペ ーKT Os 
ヘーK ベ ロー を 会 負 % で りう っ 9 
SW「 弧 ら ゃ 倒 下 幼 史 坦 了 つ 坦 
PoseaenUA6 で つっ" て SH 
へ 代り 人 ト を 謀 里 池 G 皿 己 申 で KG の 
つゆ | 時 論 謀 G 坊 っ 皇 つ を 誠 殊 ロ 
で い 完全 KeT の いつ 抽選 明 A っ 2 の 7 記 
ロ の の GE 要 弓 約 遷 名: の お る G 尾 
選 曜 AG 1 0-Jlrete の Sn? 


ャ h へ ハロ へ \ を マコ O の -Q 
民 尊 聞く ぐ 下 攻め 加 路 己 


m ゴ で G 電 器 ・ 宏 馬 日 入 や へ 
ペー も 人員 時 Pa ビ 〇 の G 記 氏 攻 絢 
AI で つか 羽 倒 / 喘 全 で 円 一 ロ 
PH よーく 6 懲 編 全 来 % で っ 
めで ちら せっ" 


り の ロー ピピ マト NH ター 


へ り ト 8 中 量 下 
凡 環 衣 叫 操 翌 ぐ 


Q の ーー の 時 に 忠司 ロロ 嗣 由 環 寺 
坦 や へ 系 一 全 び 記 O 志 生 で 逐 貼 
ー ビ ロロ よーco 忠 結 り 3 で 
っ SH 陣 杯 謀 倒 臣 ら 緊 潜 つ 丸 
舞 由 苦境 へ トミ で さ ひ の の (ベロ ピ 
揚 M 衣 直 2m の の ) 倒 尽 る いり 地 紋 
で お め " さ ト ミミ て (Real Time) の 
3"「 謀 角 選 ] 人 Se っ [ 押 到 本 | 
っ 心 据 光 "つの 人 麗 折 へ トー ( ポ Y 
ュー 中 で へ SAK よ さ : Operating 
System) ぐり っ )” を 光 で 導 ロ 〇 
の っ )387 来 信 で 胞 丸 韻 丁 を 京 で の 
へ へ の 坦 征 め 信 に ゃ や e の おる G 
型 長 へ トー 多 坦 " 相 門 民 箱 つ 
間 器 ・ 誌 上 則 入 や へ ネーG 環 
円 拓 客 志 或 剖 貴人 3 を se を 各 
っ 所信 で 及 で の へ SE 


り ロ AR6 選 の 上 L ら G 章 限 
り 種 で ロロ の の > の 6 〇 上 上 ら 婦 
坦 や oxoG 避 誠 琶 衝 で 7 

[8S 放 つの っ 所 培 つ 玉 揚 可 
く <ー と トト つら 環 和 m 衣 を ポー 
人 か へ 護 G 坦 喉 " 路 察 G 忠 形 ・ 問 坦 鹿 
SS 時 所 人 で 丸 丸 名 揚 是 宜 媒 
g ロ 〇 の 計 弁 守 つ 才 つね 」 で 7 字 舞 
軍民 人 K 陣 剛 六 寺 計 人 可 剖 や へ ペー 
S 据 田 葉 六 枯 員 醒 光 貴人 地 ME 胃 謀 
中 の の 総 臣 G 紅 立 ぬ 中 講 e 

り 愉 つり 民 ME 繋 幸 避 ロ 〇 の 
ロー ネーco 忠 緒 G@ 一 褒 m 
り 絶 編 の SNQ 総 下 蛋 量 誠 鉱 枝 で" 
Q 司 思 り 絶 編 で tQ 航 鞭 赴 悪 庄 


ショ ン 


よむ 
ぺ 
IN 


各種 
TOPPERS/HRP 


4 


ーーーー ヘ ーーー ン 


地上 虹 藤 料 
トミ ふ で てく 〇 の の 


ふ で OO の 公 屋 人 し じ 叶 四 で" 
召 選 時 つつ 妨 "人 四 著 ぐ 届 路 く で 時 想 p 穴 能 Y り で hG 


3 いり 近 に セ *o8 信 G へ トー ント 』 
ト 、 つ 窟 記 my" 

ほ ロ 〇 の 3 く ページ トロ トロ 到 
革 史 が 逐 千鶴 ( 雇 共 史 交 へ K ト 
さ ) \ 定 臣 % で *O の りつ 倒 軸 で 完 
5 望 部 及 公 税 信 で で Ko へ 公 へ 
を 操 乱 史 避 思 セ *G 提 居 赴 四 へ K 中 
3 玉 WEA K ホ よさ 本 人 先 一 
へ の 衣 中 環 SN 本 よ 守 7 
四 穫 2 っ 相 箇 ら 定 下 のり っ xy 

H よ ヘー の 37 円 つっ で の へ 
の an で っ 定時 めで KO ゆっ) 公 彫 
人 S" 了 散り "の 5 つ 26 入 で 7 へ AS 波 
や つゆ っ の 生 愛 記 全幅 つっ 普 証 り 
赴 つ SS 会 で め ら セ S 先 て ロ 宮 較 
RSJII ド BS て りこ だ くさ 
ao の S で つつ かい 記 入 全 呈 
いっ ぃ G ほ -ー ロ つら ほ の 入 受 So 
の 〇 の マロ で この ーー で つろ で お 室 
臣 つ の らら 58" 乙 記 の の 全 記 つい 


芸人 や 前 計 や くま すり ネー リロ 絶 
福 め St@ の りつ 品 S で 玉 [2 で 
で 志和 全 で つ つか ee567 名 1 
尽 全 ー 公 さ 公 束 寺 つね お つつ いり 
の の” 層 寺 人生 で 半 層 ビン の つら 
ao96 和 お で 公 で 換 泥 RG 中 9 
^ ふ SI っ や | (龍田 祝電 惑 光 
現 ) 一 28 慰 十 ら 訟 革 G 人 る 
っ 選 球 貢 や ” 志 地 計 証 りら 8 詞 陵 ロ 
反 つ いじ 訓 宮 宮 育生 TheetQ 挟 の 
つ で 8 っ ” 忌 1「 胃 直 英 G 序 鼻 り 
ng 手 破 全 地 考 つ ら つ で 8 つつ いり 
so 捉 福 宮 悪 本 の ゃ soS 身 散 公 氏 
ne < ペー と トリ トロ 捉 編 球 G 庄 
如 全 守 ち で 8 親 計 へ トー トリ ト 
記帳 編 団 己 G 芸 問 め 絶 守 つ 祥 ち 
で Ace っ) の う 愉 つつ 届 及 富 ) 仙 
ちい 設 詳 倒 弄 呈 % で 丸 丁目 要 謀 選 


ロロ の の 35” 羽 雪 忌 宜 治さ SO 上 々 ぐ 


ミー ボー 充 RI3 
W ーーーーー バ 誠 
ーーー - 還 
ーー ドー 寺 還 

4 er me 問 
1 SN 
- 恒 
近 


な 3 
り 室 下 つ つ 心 の 8 信 ” 療 療 G 
咽 全 茶 揚 ロ ポン で P っ sG" 
WWG 虹 ロ 〇 の 5 疑 咽 倒 某 導 り 
そ % ン に 稀 
「 福 中 柚 往 ロ 〇 の G 栓 7 束 
十 キ ロミ マー さ で 思 却 十 定 ロ く で 
つっ 心地 咽 ロ 党 る *@ りつ 全 つ か 
セロ ネー を ロロ 邑 較 ・ 頻 
沙 2" で で め ユ ヘ ペーK ( 完 : へ 
リス キャ KK) G 王 も 可 絢 %% で yo 
人 S′ 燃 咽 全 その っ の の 35" 社 二 突 
り 抱 響 や ee 明 穫 定 選ぶ や 
(G 莉 柱 埋 共 光 到 ) 


皿 届 粒 衣 嘩 つ 
0Q 唱 世 芽 0 や 68 谷 


lm で プロ 8 や so ロロ の の G 
款 嘘 引 人 3 Q の の の 時 り 愉 会 び 臣 
往信 AeGS DX で ーママ G 
人 電波 り ビ の の 公 殆 入 の < 門 る 

っ 忍 全 で 人 8 把 畔 本 佑 で 

世 連 Ggm ロ つの 避 下 臣 セ yo 豆 
Rm ン QOG 配 吊 全 人 Se" ー 
いせ ヘーK ベ ロー を (公議 札 ら か 
*9 守 敵 GT nANS) 公 悪 | に % 宮 


客 つ っ 緒 史 球 地 く K つ " 虹 胃 
謀 め 爆 棚 りつ 尺 " 

人 回 ロー ロロ ターco 屯 講 
EICNSSSESE 
Am へ 写 表 ぐ 軒 悪 泊り で 
ゃ 前半 だ で 丸 叙 字 四 組 租 記 
ロビ の の G 相 弥 和 会 m ゴ マイ 写 小 ソ 
っ :@ りつ ゆ 所 器 @ 民 剃 公 烈 ン " 記 
ロロ 〇 の つの つ G て へ ペー トリ ーK ロ 苫 
つ 楼 叶 ン 表 揚 本 * ら りつ 人 か 
258 ヘーK ベ ロー と 公 誌 副 破 女 ト 
人 トト ホーム へ へ 層 杏 則 生 KG ペー 
ー リ 居民 めで っ 9 羽 父 ” 玉 遇 っ 
K タ 一 人 マー ロ 筐 求 や *G の 人 や 
が 

「 地 班 抽 直 記 品 つの ぐ ヘ ネーK 
り 弥 で に 濾 史 定 で ね 3 りー 
邊 一 つ で 思っ を 計っ つの ゆ の 
*@ り つつ | つ 衣 nxeG3^ 堅 深 


10E 


ロケ ッ ト 共通 
MPU ボ ー ド 外観 


きろ の ゆっ) om で 28 人 5 ぐつ 愉 S 
選 表 りら 品 つの G 押 刻 全 人 だ で で 
G 全 の つっ 心 門 守 全 < 由 つ ロン その 
っ 人) ペー ベリ ロー を 公 財 選 豆 う 
っ "円 つて 宙 征 つ 中 っ 詩人) 
り 証 遇 会 SG 会 一 ーー ペー と 
HASSG 公 ピロ の の SG 倒 人 ト 
か ストー へ WASSG 全 一 一 っ 
心 定 田 全 開 つ ン S*Q" の つ 記 店 の 
の 下 還 倒 失い 只 m り 267 AG 
編 缶 ペー ペー ビワ 旭 門 に で つめ で 
心 及 っ 革 り マン to as 
心 措 民 や つね 会 殺虫 人 る さき っ 
いき こさ こと | 
つ ご 福生 yeG 公 殺人 S を る を り 計 
いつ か ゅ en ロペ ーー や 避 ME 
綱 民 公 物 人 @ で ho AA mA や 天 
臣 や *@ 放 品 つ の りり 267 [一 人 ト ヘ 
謀 倒 帳 契 」 3 つの 軸 先 枯 出 難 泊 叩 人 
六 ve" 

地 M 民 赴 g ロ つの 8 「 ロ OL 
四 記 の ヽ 貼 中 ベ ー た を ミ つの 」 コ 
| の Smo や どら ボー ミ | つっ 心 
い 全 で 艇 営め 選 り Q 選 SO3OeQ yo 
m マ で 6 地 電王 幼 統 中 必 ロ 〇 の 
G 軍 刻 めく K つ いっ to" 

ロ O の mL 四 記 の へ 貼 放 貞一 た 


2 っ jm いう 


ー さ 押出 六 " 芽 品 ・ 門 琶 穫 や 
へ ペーG 壮 税 直 直 浴 裳 キト 
ーS%" [と ロ 〇 の 理性 豆 宮 甘 翌 
S 握 静 を 幅 缶 謀 G 豆 寺 き や xn で 
ぐ で” リー 皇 一 6 谷 り " 遇 会 違 を 
な っ 1 トミ 和 S 四 握 hG の つり 
っ の 収め 因 ら % つ 罰 " 語 く で や で 
人 S で お 編 計 人 更 表 嘱 個 つ " 編 珠 臣 
りら で 8 全 の っ つや 避 収 物 還 い 
っ が や | 

地 ME 机 幸 必 ロ 〇 の 人選 " 所 時 
凶 選 ed 欠 叩 更 S で NTA HASH 
ペー 侵 マコ の 〇 の ーー の SG 地 坦 庄 
り 細 祝 % で りう っ 有 ン 敵国 ” 5 届 
m マ で ベ を G 選 漂 財 い ゃ 拓 M 衣 
選 放 の の ぬ 得 正 つ いり > の < で etQ 6 
< 泌 典 富 ロ トカ ター ミ つ ロス っ ン " 


つ 
L 
OO 有 テ 
選 空 
pg ぎ 
や 
へ 村 〇 の 
3 皇 56 トト 
培う 5 ヒ あ お 
昌 し 下 s 禄 本 
音 呈 う 夫 < 
き 思 つと 0 
釣 下 中 ら へ 
ーー シー ョ 人 
間 K ミ も BNS 
還 公 ら K5 衝 つ 
相 中 、 拒 
下品 る 所 工 ユ 
胃 や まう 控 TRG 


ネン ト を カー ネル と いう 。 
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メモ リ や CPU パワ 
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言 管理 を 
業 向け 仕様 で ある 


「TITRON」 の 一 系 統 で 、ITRON を 小型 化し た リ テ ル タイ ム OS の 仕様 。「 マ イク ロア イト ロン 」 と 読む 。 


大 学 坂村 教授 に よる TRON プ ロジ ェクト の 工 


※2 AITRON 東京 
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右 : 現 在 の 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 。 特別 公開 に は 
子ども た ち も 大 勢 訪れ た 。 後ろ に 見 える 大 気 燃焼 
試験 棟 の 上 部 は 今年 度 中 に 取り 壊さ れる こと に 
な っ て いる 。 

左 : リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン し た 能代 市 子ども 館 の 
宇宙 館 。M-3SII ロ ケッ ト の 尾 細 筒 を は じ め 、 
構造 試験 や 内 焼 試験 に 用 いら れ た 実物 が 整然 と 
展示 され て いる 。 能代 市 子ども 館 で は 、 開 館 に 先 
立っ て 行わ れ た ロケ ッ ト 関 係 者 に よる デモ 解説 
を ビデ オ に 収め 、 職 員 の 研修 を 行っ て いる 


秋田 県 と ロケ ッ ト 開 発 


大 勢 の 夢 と 希望 を 乗せ て 内 光 と 協 音 と と も に 宇宙 に 
旅立つ ロケ ッ ト 。 派手 に 見 える 世界 で す が 、 その 開発 そ 
の も の は 地道 な 作業 の 積み 重ね で す 。 

この ロケ ッ ト 開 発 に お いて 、 秋 田 県 は 特別 な 位置 付け 
に あり ます 。 そもそも 日 本 で 初め て ロケ ッ ト が 発射 され た 
の は 道 川 海岸 に 設置 され て いた 東京 大 学 秋田 ロケ ッ ト 
実験 場 。 国分 寺 で 行わ れ た ペン シル ロケ ッ ト の 水平 試 
射 実 験 の わずか 4 カ月 後 、1955 年 8 月 の こと で し た 。 続 
く 国 際 地 球 観測 年 を 機 に 、 秋 田 ロ ケッ ト 実 験 場 で 次 々 に 
行わ れ た 観測 ロケ ッ ト の 打ち 上 げ を 通じ て 、 ロケ ッ ト の 打 
ち 上 ば げ 性 能 を 次 第 に 高め て いき まし た 。 

62 年 5 月 の K-8 型 ロケ ッ ト 10 号 機 の 事故 に 伴っ て 東 
京 大 学 は 秋田 ロケ ッ ト 実 験 場 か ら 撤退 する こと と な り ま し 
た が 、 同 年 10 月 か ら 後 を 継い だ 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 で は 、 
固体 ロケ ッ ト や エア ー タ ー ボ ラム ジェ ッ ト (ATR ) エン ジ 
ン の 開発 な ど 、 宇 宙 科 学 関連 の 各種 の 基礎 的 な 試験 が 
重ね られ て きま し た 。 また 、 三菱 重工 業 の 田代 試験 場 で 
も 、 昌 -IA ロ ケッ ト の メイ ン エ ンジ ン で ある LE-7A を は じ 
め 、 各 種 の 液体 ロケ ッ ト エ ンジ ン の 試験 が 進め られ て いま 
す 。 また 、 最近 で は 秋田 大 学 な ど を 中 心 と する 能代 宇宙 
イベ ント 協議 会 の 主催 で 「 能 代 宇 宙 イ ベン ト 」 が 開催 さ 
れ て お り 、 高 校生 や 大 学生 ら に よる ハイ ブリ ッ ド ロケ ッ ト 
や モデ ル ロ ケ ッ ト の 飛翔 実験 や 告 サッ ト 競 技 な ども 行わ 
れ て いま す 。 

この よう に 、 内 之 浦 や 種子 島 な ど 鹿 児島 県 内 に ある 射 
場 が ロケ ッ ト に と っ て の 晴れ 舞台 だ と し た ら 、 秋田 県 内 の 
試験 施設 は ロケ ッ ト 開 発 の 地道 な 作業 が 進め られ る 研 
償 の 場 だ と いう わけ で す 。 


開設 50 周 年 を 記念 し 大 規模 イベ ント 


この よう に し て 日 本 の 宇宙 科学 研究 を 支え て きた 能 
代 ロ ケッ ト 実 験 場 が 、 今 年 の 10 月 で 開設 50 年 を 迎え ま 
し た 。 これ に あわ せ て 9 月 8 日 と 9 日 に は 、 能 代 ロ ケッ ト 


人 寺 和義 設 当時 の 能代 ロケ ッ 
ト 実験 場 。L735 の 地 
人 二 稚 験 が 行わ れ た 


実験 場 開設 50 周 年 記念 事業 の 一 環 と し て 「 銀 河 フ ェ ス 
ティ バル in 能代 」 が 開催 され まし た 。 昨年 の 「 は や ぶさ 」 
帰還 カプ セル 特別 展示 で 行っ た の と 同様 に 、 能 代 ロ ケッ 
ト 実験 場 だ な け で な く 市 内 の 関連 施設 と 連携 し て の 大 規 
模 な イベ ント と な り ま し た 。 

沿岸 部 に ある 能代 ロケ ッ ト 実 験 場 で は 開所 50 周 年 式 
典 と 特別 公開 、 そ し て 東北 電力 の 能代 エナ ジア ム パ ー ク 
で は 月 惑星 ロー バー の デモ ンス トレ ーション や 映画 上 
映 な を ど が 行わ れ 、 市 内 中 心 部 に ある 能代 市 文化 会 館 で は 
記念 シン ポジ ウム 、 そ し て 能代 市 子ども 館 で は リニュ ー 
アル オー プン と セレ モニ ー が 人 行わ れ 、 多 数 の 地元 客 で に 
ぎわ いま し た 。 

能代 市 子ども 館 の リニュ ー ア ルオ ー プ ン は 、 開 館 25 周 
年 を 機 に 2 階 部 分 を 宇宙 館 に 改装 する も の で 、 JAXA の 
全面 協力 の も と 、 相 模 原 キ ャ ン パ ス の 構造 機能 試験 棟 に 
保管 され て いた 名 和 機 M-3STI ロ ケッ ト の 尾 細 筒 や 接 手 な 
どの 構造 試験 モデ ル や 、89 年 に 打ち 上 げ ら れ て 以来 、 今 
だ に 現役 で 活躍 中 の オー ロラ 観測 衛星 「 あ け ぼ の 」 の 構 
造 試 験 モデ ル な ど 、 他 に は な い 実 物 を 中 心 と し た 展示 が 
出来 上 が り ま し た 。 

9 月 8 日 の 晩 に は 東北 地方 の お 祭り が 能代 に 集結 する 
「 お な ご り フ ェ ス ティ バル in 能代 2012」 も 市 の 中 心 部 
で 開催 され 、 青 森 ね ぶた 、 能 代 七 夕 、 秋 田 竿 燈 、 盛 岡 さ ん 
さ 、 仙 台 す ず め 踊り な ど が 一 堂 に 会 し て 、 さ な が ら 夏 祭 
り の ヒッ トメ ドレ ー の 様相 を 呈し て いま し た 。 前 座 と し 
て JAXA の 職員 も 、 “は や ぶさ クン " や 宇宙 飛行 士 に 失 し 
た り 、 キ バ 提 灯 や 横断 幕 を 持っ た り し て 、 観 客 の 前 を 練 
り 歩 きま し た 。 


「 パ スケ ッ ト の まち 」 か ら 「 ロ ケッ ト の まち 」] へ 


翌 9 日 に 行わ れ た 記念 式典 の 際 に は 、 能 代 市 と JAXA 
宇宙 科学 研究 所 の 間 で 宇宙 科学 の 教育 普及 な ど に 関す 
る 連携 協力 の 覚書 が 交わ され 、50 年 間 続 け て きた 観測 品 
ケッ ト 協 力 会 の 梓 組 み を 教育 普及 分 野 に も 拡大 し て 、 今 
後 さ ら に 連携 を 深め て いく こと に な り ま し た 。 

能代 工業 高校 バス ケッ ト ボ ー ル 部 の 活躍 で 全国 に 名 
を 馳せ た 「 バ スケ ッ ト の まち 能代 」 は 、 能 代 ロ ケッ ト 実 
験 場 の 開設 50 周 年 を 機 に 、「 ロ ケッ ト の まち 能代 ] と し 
て も さら に 名 を 馳せ る こと に な る は ず で す 。 世界 遺産 
に 指定 され た 白神 山地 を 望む 能代 に ぜひ 足 を お 運び く 
だ さい 。 
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SAKAMOTO Seiichi 

宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広報 ・ 
普及 主幹 。 専門 は 電波 天文 学 、 星 問 
物理 学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し た 広報 
普及 活動 を は じ め 、 ロ ケッ ト 射 場 周 
辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 「 た 
い が い の こと ] に 挑戦 中 。 写真 は 能 
代 ロ ケッ ト 実 験 場 開設 50 周 年 を 記 
念 し て 作ら れ た キバ 提灯 と と も に 。 


花 し ま 社 し び ッ か ら で っ が に カ の 間 
ので て 作 末 大 た りら と こも っ て で 注 ス ド は 天 
ら 12 だ や 学 二 を 映 : く 通い 残 意 ラナ 2 磁 
の で 間 疫 代 第 胃 と う 同 と 時 深 庫 ん 剛 の 
徴 赤 1 糸 ご 春 し 回 思 て 線 ゎ 間 く 前 ! た 
小 に 年 尿 充 よ ま 簡 う し が すず イセ こ で もせ 
重 染 12 茜 者 うし て ま 途 ふと ど つ 機 テ 当 割 
力 め カ な 。u と た いっ 切 > ん て 材 ィ し ゅ 
下 ら 5 月 ど 村 す * た た れこ どく の ッ > た 当 
で れ を 日 山 る 今 と っ うい りん れ 設 ト 宇 て 
不 た イ 本 和裕 と まこ も 映 う 2 少 ぇ 定 s 生 ら 
思 正 メ 古 三 こ きろ う 像 と な (を 2? 飛 れ 
議 絹 | 来 同 ろ に で だ が こく 志 綿 』 行 た 
に の ジ の 志 で 人 花 パ め 映 ろ な た 密 信士 時 


左上 :「 花 ぴら が くっ つい て し まっ て いる と 、 うま く 区 っ て く 
れ な い 。 直前 に 袋 を も ん で ほし いと お 願い し 、 急速 それ 
を 宇宙 飛行 士 の 作業 手順 書 に 加え て いた だ きま し た 。 
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感動 し まし た 」 (村山 教授 ) 右上 : 試 行 錯誤 の 末 に 完 
成 し た 友禅 染 の 花びら 右 下 :「 革 新 塾 | 設立 当初 か 
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15 周 年 を 迎え ます 。 TRMM の 長 5 こ IO の 実 葛 達二 に 棟 昌 実 本 ず 古 開 Y クロ メー トル の 微粒 子 が 、 始 原 的 を [Hoshi」 と 名 付け まし た 。 ル 
、 - 吾 成 の v 州 シ 10 経 観 万 献 域 る 容 功 s 己 ま を 人 だら 成 に きま 成 の 日 の ス 験 は と 全 始 ト 1 
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きた の は も ちろ ん 、 数値 天気 予報 まじ に は へ ちょ は 上 加 は 展 ょ け 容 組 ョ 推 ス 926 乗 時 で の コン ド に は 見 られ な い て いる と 考え られ て いる 球状 粒子 の こと 。 多く の 陽 石 中 
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分 野 に 拡がっ て いま す 。11 月 12 日 の 中 よ 中 用 ち 99 紹 ぶ ゞ た パ 十 田 シ ル は 実 携 角 小 科 子 の 飛 誠 * ナ エ キュ 
に は 、15 周 年 記念 シン ポジ ウム が - 検 部 - 継 す 上 上 % 人 D ネ の 宇 ポ で ]j 験 協 由 
生生 注 4 討 機 と 衛 る げた 以 ぃ 有川 20 ん 損 番 ジニ 10 め る 
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合え ク 周 隊 れ で 岬 4 申 全 は TBO 名 に の る 大 況 の 会 坦 。 クモ ッ シ ョ ン を 行い まし た 。 佐 際 氏 か い 靖 また の も と 生 和 半 か いせ ぶ ポ 大 才 ま 軍 ス テー ショ ン (ISS) 第 44 次 第 出身 で ある こと に つい て 「 い ろ いろ 
支 超 ア す 関 た 図 航 し 清 長 B A で 展示 され た 宇宙 服 は 子供 た ち に 大 人 気 ら は 、 MA 挫 載 の マイ クロ 披 放 と 発 す 中 の し 術 術 る 回 回 左 宇 習 り 45 次 長期 滞在 搭乗 員 に 決定 し まし な 所 か ら 宇 人 宙 飛 行 士 が 出る の は い 
UMMM RS HO い 癌 と 散 す の 旨 衝 逢 際 摩 け 真介 た 。 油 非 宇宙 飛行 士 は 2009 年 2 月 い 。 国 民 が 関心 を 持っ て くれ る 」 と 
0 90 の h P 際 伸二 の ま 続 が が の 我 集 次 と (2 で 拓 る 人 に 宇宙 飛行 土師 捕 者 と し て 選抜 話し 、 油 井 宇 宙 飛 行 士 は [成果 を 
29020 を も 的 る 国 後 導 技 谷 も っ の と 多 れ 、2011 年 7 月 に ISS 搭 乗 字 宙 飛 上 げ て 、 国 民 や 世界 の 期待 に 応え 
JAXAS 信介 に る 和合 も に り と ま ナ 大 た 分 な く 行 士 と し て 認定 。 米 国 海 庶 研 究 施 た い 」 と 抱負 を 述べ まし た 。10 月 
nnRmrrmJann ORTEORRR 進 う 要 国 必 科 突 し か な 玉 で る 有 設 で の NASA 格 限 環 境 ミ ッ シ ョ ン 17 日 に は 前 原語 宙 政 集 担当 相 
ー 員 か ら 中 川 ブロ ジェ クト マネ ー ジ w 気象 の 特定 が で きる こと を 挙げ まし た 。 第 し を 較 示 3 性 者 る 喜 が 当 ま 人 運用 (NEEMO) 訓練 に 参加 する を 訪れ 、「 体 に 気 を 付け て 行っ て き 
生還 で 漁業 情報 サー ビス セン ター・ NISUURN MIMO 9 人 な 可 術 信人 信 を 現 初 守 な ど 、ISS 搭 乗 字 宙 飛行 士 と し て _ て くだ さい 」 と 激励 を 受け まし た 。 
同村 で NN き 宇 を 協 欠 立 頼 宇 頼 果 在 同 s 技 の 資 控 を 維持 向上 し て きま し た 。 @ 油 井 宇宙 飛行 士 を 
netsieetl 期 滞在 ミッ ショ ン や 自身 の 長期 滞在 人 2015 年 の ISS 長 期 潜在 中 は フラ イ フォ ロー し よう | 
JAXA's 編集 委員 会 MS - @JAXA 宇 宙 飛 行 士 の メッ セー ジ は こち ら で 紹 介し て いま す 。 ト エ ンジ ニア と し て 、TISS の 運用 や 隊 給 7EWMNNNMGI0/ 
委員 長 的 川 宮 「 いろいろ な こと に 興味 を 持ち 、 夢 に http://Www.jaxajp/press/2012/09/20120912 manned_activity jhtml 宇宙 環境 を 利用 し た 科学 実験 な ど Ana_KImya 


副 委 員 長 寺田 弘 慈 


委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 


顧問 山根 一 眞 


古川 宇宙 飛行 


漫 す コンビ の パッ クン マッ クン 


向かっ て 一 歩 努 力 を すれ ば 、 た い 
が い の 夢 は か な う 」 と 来場 者 に エー 
ル を お くり まし た 。 


1992 年 、 毛利 宇宙 飛行 士 は スペ ー ス シャ ト 
ル 「 エ ン デ バー 号 」 に 日 本 人 科学 者 と し て 初 
搭乗 。 写 真 は ライ フサ イエ ンス 実験 中 の 様子 


を 担当 する 予定 で す 。 油 井 宇宙 飛 
行 士 は 、10 月 15 日 に 田中 眞紀子 文 
部 科学 相 を 表敬 訪 問 。 田 中 文科 相 


「 こ う の と り ]3 号 機 の 隠れ た 目玉 ミッ ショ ン 
再 突入 デー タ 収集 装置 「-Ball」 


"目玉" の 別名 を 持つ 直径 40cm の 球体 が 、 今 まさ に ミッ シ 
ョ ン を 終え よう と し て いる 「 こ う の と り ] 3 号機 の 貴重 な 画像 
を 届け て くれ まし た 。「i-Ball] は 、 大 気 圏 の 再 突入 時 に カメ 
ラ や GPS 受信 機 、 加 速度 計 な ど で 取 得 さ れ た デー タ を 、 ヒ 
ー ト シー ルド と パラ シュ ー ト で 着 水 さ せ 、 フ ロー テー ショ ン 
バッ グ で 海上 に 浮か せ て 、 衛 星 電話 の デー タ 通 信 機能 を 使い 
日 本 に 伝送 する と いう 日 本 初 の 試み で す 。 

「2010 年 6 月 の 「 は や ぶさ 」 の 再 突入 の 映像 を 見 て 、 あ の 
カプ セル に カメ ラ が 付い て いれ ば 、 貴 重 な デ ー タ が 取れ る の 
で は 、 と いう アイ デア が 出さ れ 、 社 内 検討 が 始ま り ま し た ] 
(株 式 会 社 IHI エ アロ スペ ー ス ・ 宇 宙 技 術 部 宇宙 機 シ ステ ム 室 
主幹 ・ 艇 村 文 隆 さん ) 

[FBall] は 他 の 補給 物資 と と も に 「 こ う の と り ] の 与 圧 室 
に 搭載 され ます 。 そこ に は 当然 、 宇 宙 飛 行 士 も 出入 り し ます 。 
一 方 、 ヒ 一 トシ ー ル ド や パラ シュ ー ト の 分 離 機構 は 、 火 薬 や 
ガス を 使う た め 、 あ る 意味 で 危険 物 。「 は や ぶさ 」 カプ セル 
や 宇宙 実験 機器 を 手がけ て きた 同社 の ノウ ハウ が 生か され て 
安全 審査 も クリ ア 、 無事 「 こ う の と り ] 3 号機 へ の 搭乗 チケ ッ 

ト が 入手 で きま し た 。 

ISS か ら 分 離 直前 、 星 出 宇宙 飛行 士 の 手 で スイ ッ チ が 入れ 
られ た 「:Ball」 は 、 再 突入 時 の G で 目覚 め 、 機 体 破壊 中 の 機 
内 の 様子 を USB カ メラ で 撮影 し まし た 。 破壊 後 は 機 外 に 放 
り 出さ れ 、 後 方 カメ ラ で 白熱 する 機体 の 一 部 を 捉え まし た 。 
そし て これ ら の 画像 を 含む 総計 約 1.Z7MB の デー タ を 、 南 太 
平 洋 上 か ら 北 海道 ・ 大 樹 町 で 待 
機 し て いた チー ム に 宛て て 、3 サ 
イク ル に わた っ て 送信 し 、 そ の 
後 通信 は 途絶 えた と いい ます 。 

より 安全 で より 精度 の 高い 再 
突入 制御 は 、 ス ペー ス デ ブリ の 
削減 や 往 呈 機 ・ 有 人 機 の 運用 に 
不可 欠 の 技術 と な り ま す 。 
「i-Ball] の デー タ 取 得 の 成功 は 、 
今後 の 技術 開発 に 向け た 意義 あ 


る 一 歩 と な り ま し た 。 
「iBall」 開発 に 携わっ た 杉村 上 : 与 圧 部 内 カメ ラ で 撮影 し た 
さん が 持っ て いる の は 原寸 模 船内 ハッ チ 付 近 の 様子 (高度 
型 。 表 面 が オレ ンジ 色 の フィ ル 約 80Km 付 近 ) 
ム で 覆 わ れ て いる の は 、 ヒー ト 中 央 ・ 下 : カ プ セル 後方 カメ ラ で ーー 
シー ルド 素材 の 粉末 が 「 こ う 撮影 し た 「 こ う の と り 」 の 一 部 。 ,^~「JAXA'S」 配送 サー ビス を こ 利用 くだ さい 。 - ゝ 、 
の と り ] 内 に 飛散 する の を 避け (高度 約 70km 地 点 ) i ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ IJAXA's を 
る た め 画像 :JAXAIHI エ アロ ス  , 配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要 す 1 
ペー ス , る 実費 を ご 負担 いた だ く こと に な り ま す 。 詳 し は 下 ! 
, 記 ウ ェ ブ サイ ト を ご 覧 くだ きい 。 i 
1 ht D//Wwww.jaxaS.jp/ L 
i 信 お 問い 合わ せ 先 L 
, 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 . 調 査 事業 部 
i 「JAXA'S」 配送 サー ビス 窓口 
1 TEL:03-6206-4902 」 
潜 へ 大 み 、 字 寅 を 導く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 93 階 メー ル サ ー ビ ス http://Wwww.jaxa.jp/Dr/mail/ 


Japan Aerospace Exploration Agency TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jp/ 


